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近年、腸内細菌叢の構成異常がさまざまな疾患
と関連していることが次第に明らかになってきま
した。そこで私たちは、腸炎、肥満、食物アレル
ギー、腸管感染などのマウスモデルを用いて、各
疾患に影響を与える腸内細菌やその代謝産物を多
様な腸内細菌利用糖をツールとして探索していま
す。

1. 腸内細菌による腸管感染防御機構の解明

腸内細菌は腸管病原体の定着・侵入を阻止する
作用（コロナイゼーションレジスタンス・CR）を

持つことが知られていますが、どの腸内細菌がど
のようにCRに寄与しているのかについてはよく分
かっていません。そこで現在、腸内細菌によるCR
のメカニズムについての解析を行っております。

2. 腸内細菌がアレルギー疾患に与える影響の解析

アレルギーの発症には遺伝学的要因・環境要因
が深く関わっていることが知られています。近年、
この環境要因として腸内細菌叢が考えられるよう
になりましたが、腸内細菌がアレルギー疾患に与
える影響についてはまだよく分かっていません。
そこで現在、腸内細菌叢とアレルギー疾患との関
連性について検証しています。

3. 腸内細菌が肥満に与える影響の解析

腸内細菌叢は、宿主のエネルギー代謝や肥満に
影響を与えていることが分かってきていますが、
その詳細なメカニズムに関しては、未だ不明な点
が多く残されています。そのため、腸内細菌叢が
肥満・耐糖能に与える影響についての研究を行っ
ています。

4. 腸内細菌が腸炎に与える影響の解析
炎症性腸疾患（IBD; inflammatory bowel disease）は、

腸内細菌が関与する疾患であると言われています。
しかし、IBDの発症や制御に腸内細菌叢がどのよう
に関わっているのかは未だ不明です。そこでIBDに

影響を与える腸内細菌やその代謝産物の同定を
行っています。

5. 腸内細菌が腫瘍免疫に与える影響の解析

腸内細菌は、腫瘍に対する宿主免疫応答を増強
することが、近年報告されています。しかし、腸
内細菌による腫瘍免疫増強作用は現象論にとど
まっており詳細なメカニズムについては明らかに
されていません。そこで、腸内細菌による腫瘍免
疫活性化機構についての解析を行っています。
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My current research focuses include a molecular
understanding of role of gut microbiota in inflammatory
diseases inside and outside the intestine. By using several
mouse disease models such as colitis, enteric infection, food
allergy, and obesity, I am trying to find key gut microbes and
their metabolites which influence disease prevention and
progression. Indigestible carbohydrates are my current strong
interest since each of them differentially modulates gut
microbiota composition and metabolites.
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